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【 手 続 補 正 １ 】
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【 請 求 項 １ 】
　 上 流 位 置 と 下 流 位 置 を 有 す る ブ ラ ッ ド ア ク セ ス 中 の 流 体 流 速 （ Ｑ ａ ） を 決 定 す る た め の
血 液 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 装 置 は 、 透 析 液 源 を 備 え 、
　 ａ ． 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス か ら 排 除 さ れ た 血 液 が 通 過 す る 第 １ の チ ャ ン バ と 、 透 析 液 が
通 過 す る 第 ２ の チ ャ ン バ の 領 域 を 規 定 す る 半 透 膜 を 有 す る 治 療 ユ ニ ッ ト と 、
　 ｂ ． 前 記 第 ２ の チ ャ ン バ 内 に 透 析 液 を 循 環 さ せ る た め の 透 析 液 ラ イ ン と 、
　 ｃ ． 前 記 第 １ の チ ャ ン バ の 入 口 に 接 続 さ れ た 動 脈 ラ イ ン と 、
　 ｄ ． 前 記 第 １ の チ ャ ン バ の 出 口 に 接 続 さ れ た 静 脈 ラ イ ン と を 備 え 、
　 ｅ ． 前 記 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン が 、 少 な く と も 正 常 配 置 と 逆 転 配 置 に 従 っ て 配 置 さ れ
、 正 常 位 置 の 場 合 に は 、 前 記 動 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 上 流 位 置 か ら 血
液 を 搬 送 し 、 か つ 、 前 記 静 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 下 流 位 置 へ 血 液 を 搬
送 し 、 ま た 、 逆 転 位 置 の 場 合 に は 、 前 記 動 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 下 流
位 置 か ら 血 液 を 搬 送 し 、 か つ 、 前 記 静 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 上 流 位 置
へ 血 液 を 搬 送 し 、
　 ｆ ． さ ら に 、 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 上 流 に お け る 前 記 透 析 液 中 の 少 な く と も １ つ 物 質 の 濃
度 （ Ｃ ｉ ） を 変 更 す る 手 段 と 、
　 ｇ ． 前 記 透 析 液 の 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 、 ま た は 、 前 記 透 析 液 中 の 前 記 物 質 の 治 療 後
ユ ニ ッ ト の 濃 度 を 検 出 す る た め に 、 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 下 流 に お い て 動 作 す る セ ン サ と 、
　 ｈ .制 御 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、
　 　 少 な く と も 時 間 間 隔 Ｔ の 間 、 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 上 流 に お け る 前 記 透 析 液 が 、 血 液 中
の 同 一 の 物 質 の 濃 度 と は 異 な る 、 少 な く と も １ つ の 物 質 の 濃 度 （ Ｃ ｉ ） を 有 す る よ う に 、
前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 前 記 第 ２ の チ ャ ン バ 内 の 透 析 液 を 計 算 す る 前 記 変 更 手 段 を 動 作 す る 工
程 と 、
　 　 前 記 正 常 配 置 ま た は 逆 転 配 置 の 一 方 に 従 っ て 配 置 さ れ て い る 前 記 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ
イ ン に つ い て 、 前 記 セ ン サ か ら 、 前 記 透 析 液 の 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 、 ま た は 、 前
記 透 析 液 中 の 前 記 物 質 の 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 を 取 得 す る 工 程 と 、
　 　 前 記 正 常 配 置 ま た は 逆 転 配 置 の 他 方 に 従 っ て 配 置 さ れ て い る 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ イ ン



に つ い て 、 前 記 セ ン サ か ら 、 前 記 透 析 液 の 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 、 ま た は 、 前 記 透
析 液 中 の 前 記 物 質 の 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 を 取 得 す る 工 程 と 、
　 　 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス 中 の 流 体 流 速 （ Ｑ ａ ） を 、 前 記 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 ま た
は 導 電 性 の 関 数 、 お よ び 、 前 記 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 ま た は 導 電 性 の 関 数 と し て 計 算
す る 工 程 と 、
を 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 、 血 液 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 セ ン サ は 、 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 （ Ｃ ｎ 、 Ｃ ｒ ） セ ル を 備 え て い る 請 求 項 １ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 時 間 間 隔 Ｔ の 間 に 、 前 記 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ イ ン を 、 前 記 正 常 配 置 と 逆 転 配 置 の 一
方 と 、 前 記 正 常 配 置 と 逆 転 配 置 の 他 方 の 間 で 切 り 替 え る 手 段 を 備 え 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は
、
　 ａ ． 前 記 透 析 液 の 前 記 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 、 ま た は 、 前 記 透 析 液 中 の 前 記 物 質
の 第 １ 濃 度 と を 取 得 す る こ と で あ っ て 、 前 記 第 １ 導 電 性 ま た は 濃 度 が 、 前 記 静 脈 ラ イ ン と
動 脈 ラ イ ン の 切 り 替 え を 実 施 す る 前 で 、 か つ 前 記 時 間 間 隔 Ｔ の 間 に お け る 透 析 液 に 関 連 す
る こ と と 、
　 ｂ ． 前 記 透 析 液 の 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 、 ま た は 、 前 記 透 析 液 中 の 前 記 物 質 の 第
２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 を 取 得 す る こ と で あ っ て 、 前 記 第 １ 導 電 性 ま た は 濃 度 が 、 前 記 静
脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ ン の 切 り 替 え を 実 施 し た 後 で 、 か つ 前 記 時 間 間 隔 Ｔ の 間 に お け る 透 析 液
に 関 連 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 様 々 な 手 段 に 作 用 し て 、 前 記 時 間 間 隔 Ｔ の 間 に 、 前 記 少 な く と も １
つ の 物 質 の 濃 度 Ｃ ｉ を 実 質 的 に 一 定 に 保 つ 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 変 更 手 段 は 、 前 記 透 析 液 中 の １ つ ま た は 複 数 の 物 質 の 濃 度 を 上 昇 ま た は 低 下 さ せ る
よ う に 設 計 さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス 中 の 流 体 流 速 （ Ｑ ａ ） を 、 前 記 第 １ 治 療 後
ユ ニ ッ ト の 濃 度 ま た は 導 電 性 の 関 数 、 お よ び 、 前 記 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 ま た は 導 電
性 の 関 数 と し て 計 算 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 時 間 間 隔 Ｔ の 間 に 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 切 り 替 え 手 段 に 作 用 し て 、
　 ａ ． 先 ず 、 前 記 第 １ 濃 度 ま た は 第 １ 導 電 性 （ Ｃ ｎ ） を 得 る た め に 、 前 記 動 脈 ラ イ ン と 静
脈 ラ イ ン を 前 記 正 常 配 置 に 従 っ て 配 置 す る サ ブ 工 程 と 、 そ の 後 、
　 ｂ ． 前 記 第 ２ 濃 度 ま た は 導 電 性 （ Ｃ ｒ ） を 得 る た め に 、 前 記 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ イ ン を
、 前 記 逆 転 配 置 に 従 っ て 配 置 す る サ ブ 工 程 と 、
　 ｃ ． 前 記 血 液 治 療 を 実 施 す る た め に 、 前 記 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン を 前 記 正 常 配 置 に 戻
す サ ブ 工 程 と 、
を 実 施 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 時 間 間 隔 Ｔ の 間 に 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 前 記 切 り 替 え 手 段 に 作 用 し て 、
　 ａ ． 先 ず 、 前 記 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 ま た は 導 電 性 （ Ｃ ｒ ） を 得 る た め に 、 前 記 動
脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン を 前 記 逆 転 配 置 に 従 っ て 配 置 す る サ ブ 工 程 と 、 そ の 後 、
　 ｂ ． 前 記 第 ２ 濃 度 ま た は 導 電 性 （ Ｃ ｎ ） を 取 得 し 、 そ の 後 、 血 液 治 療 を 実 施 す る た め に
、 前 記 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン を 前 記 正 常 配 置 に 従 っ て 配 置 す る サ ブ 工 程 と 、
を 実 施 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン が 前 記 正 常 配 置 に あ る か 、 前 記 逆 転
配 置 に あ る か を 調 べ る 工 程 を 実 施 す る こ と が で き る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。

(2) JP 2005-516688 A5 2005.12.22



【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン を 前 記 逆 転 配 置 に 配 置 し た 後 に 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 こ
れ ら の 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン が 前 記 第 １ 配 置 に あ る か 、 前 記 逆 転 配 置 に あ る か を 調 べ る
さ ら な る 工 程 を 実 施 す る こ と が で き る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、
　 ａ ． 前 記 半 透 膜 を 介 し た イ オ ン の 搬 送 速 度 （ Ｔ ｒ ） を 決 定 す る 工 程 と 、
　 ｂ .前 記 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ イ ン を 切 り 替 え る 前 の 前 記 透 析 液 に 関 連 す る 前 記 第 １ 治 療
後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 （ Ｃ ｎ 、 Ｃ ｒ ） を 取 得 す る 工 程 と 、
　 ｃ .前 記 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ イ ン を 切 り 替 え た 後 の 前 記 透 析 液 に 関 連 す る 前 記 第 ２ 治 療
後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 （ Ｃ ｒ 、 Ｃ ｎ ） を 取 得 す る 工 程 と 、
　 ｄ ． 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス に お け る 前 記 流 体 流 速 （ Ｑ ａ ） を 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 治 療
後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 の 関 数 、 お よ び 前 記 搬 送 速 度 の 関 数 と し て 計 算 す る 工 程 と 、
を 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 流 体 流 速 （ Ｑ ａ ） は 、 前 記 搬 送 速 度 （ ｔ ｒ ） 、 前 記 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 （
Ｃ ｎ 、 Ｃ ｒ ） 、 前 記 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 （ Ｃ ｒ 、 Ｃ ｎ ） 、 お よ び 前 記 治 療 ユ ニ ッ
ト の 上 流 に あ た る 前 記 透 析 液 の 導 電 性 （ Ｃ ｉ ） の 各 値 か ら 計 算 さ れ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 （ Ｃ ｎ 、 Ｃ ｒ ） は 、 前 記 セ ン サ に よ っ て 得
ら れ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 限 外 濾 過 の 流 速 （ Ｑ ｕ ｆ ） を 生 じ る た め に 、 前 記 透 析 ラ イ ン に 作 用 す る 手 段 を さ ら に 備
え る 、 請 求 項 １ な い し １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス に お け る 前 記 流 体 流 速 （ Ｑ ａ ） は 、 公 式 Ｑ ａ ＝ （ Ｔ ｒ ） ＊ （ Ｃ ｒ
-Ｃ ｉ ） /（ Ｃ ｎ -Ｃ ｒ ） に よ っ て 、 ま た は 、 公 式 Ｑ ａ ＝ （ Ｔ ｒ -Ｑ ｕ ｆ ） ＊ （ Ｃ ｒ -Ｃ ｉ ） /
（ Ｃ ｎ -Ｃ ｒ ） に よ っ て 計 算 さ れ 、 こ の 場 合 、 Ｔ ｒ は 、 前 記 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ イ ン が 前
記 正 常 配 置 に あ る 際 の 、 測 定 し た ク リ ア ラ ン ス Ｋ か ら 、 ま た は 測 定 し た イ オ ン ダ イ ア リ ザ
ン ス Ｄ  ｉ ｎ 　 ｖ ｉ ｖ ｏ 値 か ら 決 定 さ れ る 請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 Ｔ ｒ ｒ は 、 前 記 静 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン が 前 記 逆 転 配 置 に あ る 際 の 、 測 定 し た ク リ ア ラ
ン ス Ｋ か ら 、 ま た は 、 測 定 し た イ オ ン ダ イ ア リ ザ ン ス Ｄ 　 ｉ ｎ 　 ｖ ｉ ｖ ｏ か ら 取 得 し た 前
記 搬 送 速 度 で あ り 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス に お け る 前 記 流 体 流 速 （ Ｑ ａ ） は 、 公 式 Ｑ ａ ＝
（ Ｔ ｒ ｒ -Ｑ ｕ ｆ ） ＊ （ Ｃ ｒ -Ｃ ｉ ） /（ Ｃ ｎ -Ｃ ｒ ） +Ｔ ｒ ｒ に よ っ て 計 算 さ れ る 請 求 項 １
２ ま た は １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 血 液 と 異 な る 導 電 性 を 有 す る 透 析 液 を 準 備 す る 手 段 を さ ら に 備 え 、 こ の 手 段 は 、 電
解 液 濃 縮 液 を 水 と 制 御 混 合 す る た め の 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し い 、 請 求 項 １ な い し １ ６
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 切 り 替 え 手 段 は 、
　 前 記 動 脈 ラ イ ン 内 に 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 下 流 位 置 と 接 続 す る た め の 手 作 業 で 変 更 可
能 な 接 続 と 、 前 記 静 脈 ラ イ ン 内 に 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 上 流 位 置 と 接 続 す る た め の 手
作 業 で 変 更 可 能 な 接 続 と 、
　 前 記 動 脈 ラ イ ン を 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 上 流 位 置 と 下 流 位 置 の 両 方 に 接 続 す る 第 １ の
導 管 と 、 前 記 静 脈 ラ イ ン を 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 上 流 位 置 と 下 流 位 置 の 両 方 に 接 続 す る
第 ２ の 導 管 と 、 前 記 動 脈 ラ イ ン と 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 間 で 前 記 第 １ の 導 管 の １ つ を 選
択 的 に 閉 鎖 す る 手 段 と 、 前 記 静 脈 ラ イ ン と 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 間 で 前 記 導 管 の １ つ を
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選 択 的 に 閉 鎖 す る 手 段 と 、
　 弁 で あ っ て 、 こ の 弁 の 第 １ 位 置 に お い て 、 前 記 動 脈 ラ イ ン を ア ク セ ス ポ イ ン ト の 上 流 位
置 と 接 続 し 、 前 記 静 脈 ラ イ ン を ア ク セ ス ポ イ ン ト の 下 流 位 置 と 接 続 す る こ と が 可 能 で あ り
、 か つ 、 こ の 弁 の 第 ２ 位 置 に お い て 、 前 記 動 脈 ラ イ ン を ア ク セ ス ポ イ ン ト の 下 流 位 置 と 接
続 し 、 前 記 静 脈 ラ イ ン を ア ク セ ス ポ イ ン ト の 上 流 位 置 と 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 弁 と 、
　 流 体 分 配 手 段 で あ っ て 、 こ の 流 体 分 配 手 段 の 第 １ 状 態 に お い て 、 前 記 動 脈 ラ イ ン を ア ク
セ ス ポ イ ン ト の 上 流 位 置 と 接 続 し 、 前 記 静 脈 ラ イ ン を ア ク セ ス ポ イ ン ト の 下 流 位 置 と 接 続
し 、 か つ 、 こ の 流 体 分 配 手 段 の 第 ２ 状 態 に お い て 、 前 記 動 脈 ラ イ ン を ア ク セ ス ポ イ ン ト の
下 流 位 置 と 接 続 し 、 前 記 静 脈 ラ イ ン を ア ク セ ス ポ イ ン ト の 上 流 位 置 と 接 続 す る こ と が 可 能
で あ る 流 体 分 配 手 段 と 、
を 備 え る 、 請 求 項 １ な い し １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト は 、
　 ｉ ． 透 析 器 ；
　 ｉ ｉ ． 血 液 フ ィ ル タ ；
　 ｉ ｉ ｉ ． プ ラ ズ マ フ ィ ル タ ；
　 ｉ ｖ ． ヘ モ ダ イ ア フ ィ ル タ
　 ｖ ． ウ ル ト ラ フ ィ ル タ
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る １ つ を 備 え る 、 請 求 項 １ な い し １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト を 、 請 求 項 １ な い し １ ９ の い ず れ か １ 項 に よ る 前 記 工 程 を 実 行 で き る よ う
に す る た め の 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト に よ っ て 実 行 可 能 な 命 令 を 備 え た ソ フ ト ウ ェ ア 製 品 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 磁 気 ま た は 光 学 デ ー タ キ ャ リ ヤ 上 に 記 憶 さ れ る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の ソ フ ト ウ ェ ア 製 品 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ メ モ リ に 記 憶 さ れ る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の ソ フ ト ウ ェ ア 製 品 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 読 み 取 り 専 用 メ モ リ 上 に 記 憶 さ れ る 請 求 項 ２ ０ 、 ２ １ ま た は ２ ２ に 記 載 の ソ フ ト ウ ェ ア
製 品 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 血 液 治 療 装 置 か ら 離 れ た 場 所 に あ り 、 電 気 信 号 ま た は 磁 気 信 号 を 送 信 す る こ と が 可 能 な
コ ン ピ ュ ー タ 上 に 記 憶 さ れ る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の ソ フ ト ウ ェ ア 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 血 液 治 療 装 置 の 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン の 動 作 配 置 を 調 べ る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記
血 液 治 療 装 置 は 、
　 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス か ら 排 除 さ れ た 血 液 が 通 過 す る 第 １ の チ ャ ン バ と 、 透 析 液 が 通 過
す る 第 ２ の チ ャ ン バ と の 領 域 を 定 め る 半 透 膜 を 有 す る 血 液 治 療 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 第 １ の チ ャ ン バ の 入 口 に 接 続 さ れ た 動 脈 ラ イ ン と 、
　 前 記 第 １ の チ ャ ン バ の 出 口 に 接 続 さ れ た 静 脈 ラ イ ン と を 含 み 、
　 前 記 静 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン を 、 少 な く と も 正 常 配 置 と 逆 転 配 置 に 従 っ て 設 置 す る こ と
が 可 能 で あ り 、 正 常 配 置 の 場 合 に は 、 前 記 動 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 上
流 位 置 か ら 血 液 を 搬 送 し 、 か つ 、 前 記 静 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 下 流 位
置 へ 血 液 を 搬 送 し 、 ま た 、 逆 転 配 置 の 場 合 に は 、 前 記 動 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ
ス の 前 記 下 流 位 置 か ら 血 液 を 搬 送 し 、 か つ 、 前 記 静 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の
前 記 上 流 位 置 へ と 血 液 を 搬 送 し 、
　 前 記 方 法 は 、
　 透 析 液 を 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 第 ２ の チ ャ ン バ に 通 過 さ せ る 工 程 で あ っ て 、 少 な く と も 時
間 間 隔 Ｔ の 間 、 こ の 治 療 ユ ニ ッ ト の 上 流 に あ た る 前 記 透 析 液 の 少 な く と も １ つ の 物 質 の 濃
度 （ Ｃ ｉ ） が 、 血 液 中 の 同 一 の 物 質 の 濃 度 と は 異 な る 工 程 と 、
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　 　 ａ ． 有 効 イ オ ン ダ イ ア リ ザ ン ス Ｄ 、 ま た は
　 　 ｂ ． 有 効 ク リ ア ラ ン ス Ｋ 、 ま た は
　 　 ｃ ． 有 効 イ オ ン ダ イ ア リ ザ ン ス と 比 例 す る パ ラ メ ー タ 、 ま た は
　 　 ｄ ． 有 効 ク リ ア ラ ン ス と 比 例 す る パ ラ メ ー タ
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る パ ラ メ ー タ の ｉ ｎ 　 ｖ ｉ ｖ ｏ 値 を 決 定 す る 工 程 と 、
　 前 記 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン が 、 前 記 正 常 配 置 に あ る か 、 前 記 逆 転 配 置 に あ る か を 判 断
す る た め に 、 前 記 パ ラ メ ー タ の ｉ ｎ 　 ｖ ｉ ｖ ｏ 値 を 、 対 応 す る 閾 値 と 比 較 す る 工 程 と 、
を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 閾 値 は 、 設 定 値 ま た は 計 算 値 で あ る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 パ ラ メ ー タ の ｉ ｎ 　 ｖ ｉ ｖ ｏ 決 定 の た め の 前 記 工 程 は 、 前 記 時 間 間 隔 Ｔ の 間 に 実 施
さ れ る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 血 液 治 療 装 置 の 動 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン の 動 作 配 置 を 調 べ る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記
血 液 治 療 装 置 は 、
　 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス か ら 排 除 さ れ た 血 液 が 通 過 す る 第 １ の チ ャ ン バ と 、 透 析 液 が 通 過
す る 第 ２ の チ ャ ン バ と の 領 域 を 定 め る 半 透 膜 を 有 す る 血 液 治 療 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 第 １ の チ ャ ン バ の 入 口 に 接 続 さ れ た 動 脈 ラ イ ン と 、
　 前 記 第 １ の チ ャ ン バ の 出 口 に 接 続 さ れ た 静 脈 ラ イ ン と を 含 み 、
　 前 記 静 脈 ラ イ ン と 静 脈 ラ イ ン を 、 少 な く と も 正 常 配 置 と 逆 転 配 置 に 従 っ て 設 置 す る こ と
が 可 能 で あ り 、 正 常 配 置 の 場 合 に は 、 前 記 動 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 上
流 位 置 か ら 血 液 を 搬 送 し 、 か つ 、 前 記 静 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 前 記 下 流 位
置 へ 血 液 を 搬 送 し 、 ま た 、 逆 転 配 置 の 場 合 に は 、 前 記 動 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ
ス の 前 記 下 流 位 置 か ら 血 液 を 搬 送 し 、 か つ 、 前 記 静 脈 ラ イ ン が 、 前 記 ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の
前 記 上 流 位 置 へ と 血 液 を 搬 送 し 、
　 前 記 方 法 は 、
　 透 析 液 を 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 第 ２ の チ ャ ン バ に 通 過 さ せ る 工 程 で あ っ て 、 少 な く と も 時
間 間 隔 Ｔ の 間 、 こ の 治 療 ユ ニ ッ ト の 上 流 に あ た る 前 記 透 析 液 の 少 な く と も １ つ の 物 質 の 濃
度 （ Ｃ ｉ ） が 、 血 液 中 の 同 一 の 物 質 の 濃 度 と は 異 な る 工 程 と 、 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 下 流 に
お い て 、 前 記 透 析 液 の 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 、 ま た は 、 前 記 透 析 液 中 の 前 記 物 質 の
第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 を 取 得 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 第 １ 導 電 性 ま た は 濃 度 が 、 前 記
正 常 配 置 ま た は 逆 転 配 置 の い ず れ か 一 方 に 従 っ て 配 置 し た 静 脈 ラ イ ン と 動 脈 ラ イ ン に 関 連
す る 工 程 と 、
　 前 記 両 ラ イ ン を 、 前 記 配 置 の 一 方 か ら 他 方 に 切 り 替 え る 工 程 と 、
　 前 記 治 療 ユ ニ ッ ト の 下 流 に お い て 、 前 記 透 析 液 の 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 、 ま た は
、 前 記 透 析 液 中 の 前 記 物 質 の 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 を 取 得 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 導
電 性 ま た は 濃 度 が 、 前 記 正 常 配 置 ま た は 逆 転 配 置 の 他 方 に 従 っ て 配 置 し た 静 脈 ラ イ ン お よ
び 動 脈 ラ イ ン に 関 連 す る 工 程 と 、
　 前 記 取 得 し た 、 透 析 液 の 第 １ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 を 、 前 記 取 得 し た 、 透 析 液 の 第 ２
治 療 後 ユ ニ ッ ト の 導 電 性 と 比 較 す る か 、 ま た は 、 前 記 透 析 液 中 の 前 記 物 質 の 前 記 第 １ 治 療
後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 を 、 前 記 透 析 液 中 の 前 記 物 質 の 前 記 第 ２ 治 療 後 ユ ニ ッ ト の 濃 度 と 比 較 す
る 工 程 と 、
　 前 記 切 り 替 え 工 程 後 に 、 前 記 導 電 性 ま た は 濃 度 が 上 昇 す る か 低 下 す る か を 判 断 す る こ と
に よ り 、 前 記 両 ラ イ ン の 前 記 動 作 配 置 を 評 価 す る 工 程 と 、
を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ５ な い し ２ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 を 実 施 す る た め の 血 液 治 療 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 背 景 （ 技 術 ） に お い て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の 装 置 よ り 安 価 で 、 ま た 容 易
に 操 作 で き る ブ ラ ッ ド ア ク セ ス の 流 れ の 測 定 が 可 能 で あ る 、 例 え ば 前 述 さ れ た 形 式 の 血 液
治 療 装 置 、 透 析 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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